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Ｂ（３５/１６）

Ｂ（３４/１８）
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車高

イニシャル 13

トランス

ミッション
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２ｎｄ

３ｒｄ

パーツ名

自由長

イニシャル

ＴＥＮ
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エンジン

エンジンＯＩＬスパークプラグ

ファイナルレシオ 16 42（2.625）
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サイズ サイズ
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―
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タイヤ
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パーツ名

-15

チェック

順位 ベストラップ

水温 油温

走行距離

６位

<コメント>

しかし翌日は雨。レインセットとしてＣＯＭＰとＴＥＮを3クリックくらい抜き朝フリースタート。

ここは鈴鹿8耐も含めて日本で一番走っているサーキットです。

車高を上げて旋回性を出していけると東コースでのタイムアップにつながります。

最近の決勝レースでの課題はスタート直後にいかに早く自己ベストまで持っていくか？というところでしたが、その課題は克服されつつあります。

Ｑ１の結果でレース1のグリッドが決まり、そしてＱ３の結果でレース2のグリッドが決まります。

その後一台かわしたあたりから豪雨に。しかし今野選手はペースを落とさずに走行。後半はトップと変わらないタイムで走行していました。

今回事前テストはなくレースウィーク前に一日多く走行日があるだけなのでほぼぶっつけ本番です。

最後は7位でチェッカーを受け今年のレースは終了しました。

ここで自己ベストの2′09″298をだして10番手を獲得。

雨量が多いと発熱しにくいので予めエア圧は高くしておくほうがいいです。

決勝レースがスタート。一周目は9番手で通過。

Ｑ１は早々にタイムを出して8番手グリッドを獲得。Ｑ２は12台に残り、Ｑ３へ。

翌日は予選です。最終戦ということもあり実力のある選手も多く出てきます。しかも今回最終戦は2レースあります。

Ｑ１で計測一周目に9秒台で周回できました。

早いもので、全日本選手権も最終戦となりました。

しかし、路面温度が下がったことでタイヤのパフォーマンスを発揮させられます。夏にできなかった仕様を試すチャンスでもあります。

感触は悪くなく、減衰を気持ちかけてＲＡＣＥ１スタート。

スタート前に雨量が増えてきたので前後ともエア圧を0.1高めにしました。

畑中健太郎

テスト初日の目標は自己ベスト更新でしたが、残念ながらベストの0.5秒落ちでした。

ＲＡＣＥ２はスタートがちょっと出遅れてしまいましたが8番手で一周目通過。

皆様お元気ですか？

思ったよりも雨量が少なく車体もリヤが低くフロントに荷重がかかりにくい状態になってしまいました。

本当にありがとうございました。

雨量はまだ多めだったのでＲＡＣＥ１の結果を踏まえてイニシャルを前後1mm下げてスタート。

さて少ししたらＲＡＣＥ２が始まります。

車体は鈴鹿8耐の仕様に戻してのスタート。夏はフロントタイヤが厳しく、フロントを攻撃しないセッティングにせざるを得ませんでした。

二日目のタイムは自己ベストと同タイムで終了。

今年一年を走りきることができたのは皆様のあたたかい応援があったからです。

結果6位でチェッカー。

今野選手も鈴鹿の自己ベストタイムを更新してトップグループに割って入りたいところです。
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畑中健太郎
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